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わが
を
語
る

市
霊
峰
白
山
の
玄
関
口
、 

平
泉
寺
白
山
神
社

　

福
井
県
勝
山
市
は
、
福
井
市
か
ら
九

頭
竜
川
沿
い
に
東
へ
約
40
分
間
、
加
越

国
境
の
ま
ち
で
す
。

　

京
阪
神
の
若
い
皆
さ
ま
に
は
、
西
日

本
一
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
ス
キ
ー
場

「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
」
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？　

し
か
し
、

本
市
の
魅
力
は
ス

キ
ー
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

養
老
元（
７
１
７
）

年
に
、
越
の
大
徳
と

称
さ
れ
た
泰た
い
ち
ょ
う澄

に

よ
っ
て
開
か
れ
た

平
泉
寺
白
山
神
社

は
、
１
３
０
０
年
の

歴
史
を
誇
る
、
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
す
。

　

泰
澄
は
白
山
を
目
指
す
山
中
の
一
林

泉
に
お
い
て
女
神
に
出
会
い
、
こ
の
地

が
神
明
の
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
平

泉
寺
を
開
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
比
叡
山
延え
ん
り
ゃ
く
じ

暦
寺
の
末

寺
と
な
り
、
48
社
36
堂
６
０
０
０
坊
、

僧
兵
８
０
０
０
人
の
一
大
宗
教
勢
力
と

し
て
、
南
北
朝
や
戦
国
時
代
の
戦
い
の

帰き
す
う趨
を
決
す
る
軍
事
勢
力
と
し
て
北
陸

道
に
君
臨
し
ま
し
た
。
戦
国
時
代
末
の

天
正
２（
１
５
７
４
）
年
、
一
向
一
揆

の
手
に
よ
り
伽が
ら
ん藍

は
灰
じ
ん
に
帰
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
全
国
き
っ
て
の
苔
の

宮
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
は
一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
な

ど
と
共
に
、
日
本
遺
産
の
認
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
魅
力
を
持
つ
本

市
で
す
が
、
中
で
も
白
山
平
泉
寺
の
魅

力
は
特
別
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
屈
指
の
恐
竜
化
石
の
ま
ち

　

本
市
は
日
本
一
の
恐
竜
化
石
発
掘
地

と
し
て
も
知
ら
れ
、
世
界
三
大
恐
竜
博

物
館
の
一
つ
で
あ
る「
福
井
県
立
恐
竜

博
物
館
」
は
、
年
間
１
０
０
万
人
近
く

の
入
館
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
春
に
迫
っ
た
北
陸
新
幹
線

の
福
井
駅
開
業
、
令
和
８
年
中
と
さ
れ

る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
福
井
県
内
全

線
開
通
に
よ
り
、
関
東
圏
と
の
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。
中
部
縦

貫
自
動
車
道
勝
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
５
分
の
、
九
頭
竜
川
沿
い
に
建
設

し
た
道
の
駅「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」

の
周
辺
エ
リ
ア
と
し
て
一
体
的
に
ウ
エ

ル
カ
ム
ゾ
ー
ン
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
は
令

和
５
年
夏
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
、
大
規
模
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。
市
は
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

地
域
の
未
来
と
楽
し
い
ま
ち
を
創
る

勝か
つ
や
ま山
市（
福
井
県
）�
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福井県立恐竜博物館
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の
あ
る
長
尾
山
総
合
公
園
に
お
い
て

Park-PFI

を
活
用
し
た
再
整
備
を
進

め
て
お
り
、
本
年
12
月
に
は
、
事
業
者

の
選
定
を
実
施
し
、
長
尾
山
総
合
公
園

内
に
新
た
な
飲
食
・
物
販
施
設
や
遊
戯

施
設
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
の
建
設
に

向
け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
て

　

本
市
が
全
国
に
誇
る
こ
と
の
一
つ

に
、
充
実
し
た
子
育
て
環
境
が
あ
り
ま

す
。
現
在
市
内
に
は
12
の
幼
稚
園
、
こ

ど
も
園
お
よ
び
保
育
園
が
あ
り
ま
す

が
、
本
市
で
は
過
去
30
年
以
上
に
わ
た

り
待
機
児
童
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
を

必
要
と
す
る
全
て
の
子
ど
も
た
ち
を
い

つ
で
も
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
生

の
学
童
保
育
に

つ
い
て
も
日
本
一

と
自
負
し
て
い

ま
す
。市
内
の
全

て
の
公
立
小
学

校
に
児
童
セ
ン

タ
ー
を
併
設
ま

た
は
近
接
し
て

い
ま
す
。１
年
生

か
ら
６
年
生
ま

で
の
全
て
の
児
童
を
対
象
に
家
庭
の
状

況
を
問
わ
ず
、
平
日
は
下
校
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
、
土
曜
日
お
よ
び
夏
休
み

な
ど
の
長
期
休
暇
に
つ
い
て
は
、
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
無
料
で
学
童

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
小
学
校
の
休
業
中
も
こ
ど
も
園

等
お
よ
び
放
課
後
児
童
対
策
は
休
む
こ

と
な
く
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
に
従

事
す
る
保
護
者
の
方
々
の
就
労
を
支
援

し
、
市
内
全
体
の
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
下
支
え
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
育
料
の
軽
減
や
子
ど

も
た
ち
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
全
安
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

先
般
、
本
市
は
大
手
住
宅
会
社
に
よ

る
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
北

陸
で
ト
ッ
プ
と
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
環

境
や
子
育
て
支
援
策
、
有
感
地
震
が
数

年
に
１
〜
２
回
と
い
う
安
定
し
た
地

盤
、
水
害
な
ど
の
少
な
さ
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
防
災
面

で
の
不
安
や
関
心
は
、
圧
倒
的
に
雪
対

策
で
す
。

　

本
年
１
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３

日
間
で
、
市
街
地
に
お
い
て
１
９
５
㎝

の
降
雪
を
記
録
し
、
そ
の
後
、
長
期
に

わ
た
り
市
民
生
活
に
多
大
な
不
自
由
が

生
じ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

雪
対
策
の
た
め
に
家
庭
や
地
域
の
持
っ

て
い
た
自
助
、
あ
る
い
は
地
域
の
共
助

の
力
が
急
速
に
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
継
承
し
て
き
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
つ
つ
、
新
た
に
地

域
防
災
の
受
け
皿
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
枠
組
み
づ
く
り
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
予
防
対
策
の
徹
底
と
各
種
支

援
策
を
講
じ
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
観
光
の
産
業
化
の
推
進

と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

勝山左義長まつり

◆ 

面
積　
　

２
５
３
・
88
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
２
２
５
２
人

◆ 

世
帯
数　

７
８
９
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
り
合
い
、
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
で
き
る
楽
し
さ
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
、

安
全
安
心
の
ま
ち
か
つ
や
ま

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
市
街
地
に
沿
っ
て
九
頭
竜

川
が
流
れ
、
周
辺
を
１
０
０
０
m
級
の
広
大

な
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
水
と
緑
の
豊
か
な
田

園
都
市

〔
特
産
品
〕
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
、
ソ
ー
ス

カ
ツ
丼
、
勝
ち
山
お
や
き
、
羽は

ぶ
た
え

二
重
く
る
み
、

九
頭
竜
勝
山
あ
ゆ
、
若わ
か
い
の

猪
野
メ
ロ
ン
、
サ
ト

イ
モ
、
水
菜
、
米
、
え
ご
ま
、
ネ
ギ
、
菊

〔
観
光
〕
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
、
は
た
や

記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
、
白
山
平
泉
寺
、

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
、
越
前
大
仏
、
勝
山
城

博
物
館
、
旧
料
亭
花
月
楼
（
中
村
家
住
宅
主

屋
）、
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ

ン
、
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
、
勝
山
年
の
市

勝山市長

水上実喜夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

福井市
勝山市
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わが
を
語
る

市
信
頼
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

大
月
市
は
、
山
梨
県
の
東
部
に
位
置

し
、
首
都
東
京
は
東
に
約
75
㎞
、
県
都

甲
府
市
は
西
に
約
35
㎞
の
距
離
に
あ

り
、
両
都
市
圏
と
は
市
の
南
部
を
東
西

に
走
る
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
、
中
央
自
動
車

道
、
国
道
20
号
の
幹
線
交
通
網
で
つ
な

が
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
交
通
網
と
交

差
す
る
国
道
１
３
９
号
や
富
士
急
行
線

な
ど
の
分
岐
点
に
位
置
し
、
交
通
の
要

衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
の
87
％
が
森
林
で
、
緑
豊
か
な

山
々
や
、
南
部
を
流
れ
る
桂
川
や
笹
子

川
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
支
流
が
随
所
を

流
れ
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
で
す
。

　

昭
和
30
年
に
４
万
人
を
超
え
て
い
た

人
口
は
、
地
場
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
工

業
や
中
小
企
業
の
衰
退
、
都
市
圏
へ
の

人
口
流
出
な
ど
に
よ
り
、
令
和
３
年
10

月
１
日
現
在
で
２
万
２
７
３
７
人
と
大

き
く
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
大

変
厳
し
い
行
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、「
大
月
市
第
７
次
総

合
計
画
」で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像「
ひ
と
と
自
然
を
い
か
し
、
希
望

の
も
て
る
未
来
を
み
ん
な
で
実
現
し
て

い
く
ま
ち　

大
月
」
の
実
現
に
向
け
、

市
民
と
行
政
が
互
い
に
情
報
を
共
有
し

「
信
頼
と
協
働
」を
構
築
す
る
中
で
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
月
桃
太
郎
伝
説
に
よ
る 

地
域
活
性
化

　

誰
も
が
知
る
日
本
の
お
と
ぎ
話「
桃

太
郎
」
の
由
来
と
な
る
伝
説
が
、
本
市

に
お
い
て
も
古
く
か
ら
語
り
継
が
れ
て

お
り
ま
す
。
旧
甲
州
街
道
を
上
野
原
市

方
面
に
向
か
う
と
、
猿
橋
宿
・
鳥
沢
宿
・

犬
目
宿
と
桃
太
郎
の
従
者
の
名
前
が
続

き
、
市
内
に
は
九く
き
さ
ん

鬼
山
・
百も

も
く
ら
さ
ん

蔵
山
・
鬼
の

杖
・
鬼
の
立
石
・
鬼
の
岩
屋
・
鬼
の
盃
な

ど「
桃
太
郎
」
に
ま
つ
わ
る
地
名
や
史

跡
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の「
大
月
桃
太
郎
伝
説
」
を
活
用

す
る
た
め
、
観
光
協
会
や
市
民
グ
ル
ー

プ「
大
月
桃
太
郎
連
絡
会
議
」
と
連
携

し
、
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
10
月

16
日
、
17
日
に
は「
桃
太
郎
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
１
in
大
月
」
が
開
催
さ
れ
、
愛

知
、
富
山
、
香
川
、
岡
山
な
ど
全
国
８

地
域
・
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
大
生
グ
ル
ー
プ「
モ
モ

ハ
ナ
」
と
、
こ
の
伝
説
に
よ
る
活
性
化

を
目
的
と
し
た
相
互
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

の
中
で
、「
モ
モ
ハ
ナ
」
デ
ザ
イ
ン
の

「
大
月
桃
太
郎
伝
説
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た「
モ
モ
タ
ロ
ー
ソ

「
ひ
と
と
自
然
を
い
か
し
、
希
望
の
も
て
る
未
来
を

み
ん
な
で
実
現
し
て
い
く
ま
ち
　
大
月
」の
実
現
を
目
指
し
て

大お
お
つ
き月
市（
山
梨
県
）�

 

大
月
市
長
　
小こ

ば
や
し林

信の
ぶ
や
す保

2
桂川と日本三奇橋の猿橋

モモタローソン
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ン（
ロ
ー
ソ
ン
大
月
１
丁
目
店
）
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
桃
太
郎
関
連
の
商
品
を

販
売
し
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
本

市
産
業
建
設
部
産
業
観
光
課
の
別
称
と

し
て「
大
月
桃
太
郎
課
」
を
発
足
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
整
備
な
ど
働
き
方
改
革
が
進

む
中
で
、
都
心
か
ら
電
車
で
１
時
間
と

い
う
地
理
的
な
優
位
性
を
生
か
し
、
都

市
と
地
方
の
双
方
に
生
活
と
仕
事
の
拠

点
を
持
つ「
二
拠
点
居
住
」
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

庁
内
職
員
を
構
成
員
と
し

た「
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
大
月
研
究
会
」
を
設

置
し
、
外
部
人
材
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
に

お
け
る
仕
事
と
余
暇
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

に
、「
物
流
と
人
流
の
ハ
ブ
」と
し
て
の

特
徴
を
生
か
し
た
施
策
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
３
年
11
月
末
に
は
、Ｊ
Ｒ
大
月

駅
に
程
近
い
遊
休
施
設
を
改
修
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
完
成
し
、
現

在
、
地
元
住
民
や
市
内
外
の
企
業
や
団

体
な
ど
を
交
え
、
こ
の
施
設
を
活
用
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検

討
し
て
お
り
、
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
関
係
人
口
の
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
こ
の
施
設
を
拠
点

と
し
た
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
グ
リ
ー

ン（
自
然
）ワ
ー
ク（
仕
事
）バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
余

暇
）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

官
民
連
携
の
推
進

　

市
民
生
活
の
向
上
や
社
会
問
題
の
解

決
に
向
け
た
民
間
企
業
と
の
事
業
創
造

の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
12

月
に
、
日
本
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
治

体
に
政
策
と
融
合
す
る
民
間
事
業
を
提

案
す
る
、
株
式
会
社
官
民
連
携
事
業
研

究
所
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
官
民
連
携
事
業
研
究
所
を

通
じ
て
、
女
性
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
株
式
会
社
ネ
ク

イ
ノ
な
ど
複
数
の
企
業
と
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
複
業
マ
ッ
チ

ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
複
業
ク
ラ
ウ

ド
」
を
展
開
す
る
株
式
会
社A

nother 
w

orks

と
の
連
携
協
定
で
は
、
行
政
に

複
業
人
材
を
登
用
す
る
実
証
実
験
を
行

い
、
７
カ
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に

各
分
野
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

官
民
連
携
に
よ
り
、
民
間
企
業
の
経

験
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
施
策
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

民
間
企
業
の
職
員
と
接
す
る
こ
と
で
、

会
議
の
進
め
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル

の
使
用
な
ど
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

積
極
的
に
民
間
活
力
を
取
り
入
れ
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自然豊かなまち

遊休施設を改修したサテライトオフィス

◆ 

面
積　
　

２
８
０
・
３
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
２
７
３
７
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
５
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
と
自
然
を
い
か
し
、

希
望
の
も
て
る
未
来
を
み
ん
な
で
実
現
し
て

い
く
ま
ち　

大
月

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
京
近
郊
に
位
置
し
、
桂

川
・
笹
子
川
の
清
流
と
緑
豊
か
な
山
々
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち

〔
特
産
品
〕
笹
一
酒
造
の
酒
、
笹
子
餅
、
厚

焼
煎
餅
、
さ
る
は
し
ま
ん
じ
ゅ
う
、
富
士
納

豆
、
ウ
コ
ン
、
甲か

い

き
斐
絹

〔
観
光
〕
矢
立
の
ス
ギ
、
日
本
三
奇
橋
の
猿

橋
、
深
城
ダ
ム
、
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
、

秀
麗
富ふ

が
く嶽
十
二
景
と
し
て
選
定
し
た
富
士
山

の
眺
め
が
美
し
い
19
の
山
々
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
ア
ユ
釣
り

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
大
月
さ
く
ら
祭
り
、
か
が
り

火
市
民
祭
り
、
大
月
桃
太
郎
伝
説 

扇
山
〜

百
蔵
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
大
月
市
駅
伝
競
走

大
会

大月市長

小林信保

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

甲府市
大月市
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わが
を
語
る

市
大
阪・名
古
屋
に
近
い
便
利
な
田
舎
、

歴
史
と
文
化
の
息
づ
く
ま
ち

　

宇
陀
市
は
、
奈
良
県
の
北
東
部
に
あ

り
大
和
高
原
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
大

阪
・
名
古
屋
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、

夏
で
も
冷
涼
で
過
ご
し
や
す
い
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
古
事
記
や
日
本

書
紀
、
万
葉
集
の
歴
史
の
舞
台
に
な
っ

て
い
る
本
市
は
、
日
本
遺
産
で
あ
る
女

人
高
野
・
室む
ろ
う
じ

生
寺

を
は
じ
め
、
織
田

家
の
城
下
町
を
今

に
伝
え
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
な
ど
数
多

く
の
歴
史
文
化
資

源
が
あ
り
、毎
年
、

多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
３
万
人
弱

と
小
規
模
な
市
で
あ
り
ま
す
が
、
高
原

野
菜
や
宇
陀
米
、
肉
牛
、
薬
草
、
吉
野
本

葛
な
ど
伝
統
的
な
食
品
の
製
造
・
販
売

や
、
全
国
シ
ェ
ア
90
％
を
誇
る
毛
皮
革

産
業
な
ど
の
地
場
産
業
が
あ
り
ま
す
。

自
由
な
発
想
で 

夢
へ
の
挑
戦
を
応
援

　

宇
陀
は
広
い
里
山
が
広
が
る
天
地
に

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
自
由
の
天
地
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
自
由
と
宇
陀
を
合
わ
せ

た「
じ
ゆ
う
だ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
環
境
に
憧
れ
て
継
続
的
に
移

住
者
が
増
え
て
お
り
、
空
き
家
活
用
と

し
て
、
カ
フ
ェ
や
民
宿
、
ビ
ー
ル
醸
造
、

ジ
ビ
エ
の
加
工
の
ほ
か
、
新
し
い
農
業
、

林
業
な
ど
、
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
若
者
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る「
宇
陀
け
あ

ネ
ッ
ト
」で
元
気
を
後
押
し

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
宇
陀
地
区
地
域

医
療
・
介
護
連
携
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事
業
に

取
り
組
み
、
平
成
31
年
度
よ
り
、
医
療

機
関
や
介
護
施
設
な
ど
の
間
で
、
病

気
・
投
薬
内
容
・
検
査
結
果
な
ど
の
医
療

情
報
や
、
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
医
療
・
介
護
関
係
者
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

共
有
す
る「
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
」
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み

で
、
病
院
の
加
入
率
は
１
０
０
％
、
診

療
所
は
88
％
、
施
設
・
事
業
所
の
加
入

率
が
65
％
と
い
う
高
水
準
で
す
。
加
入

施
設
間
で
情
報
が
転
送
で
き
、
そ
の
方

の
持
病
や
治
療
歴
が
わ
か
る
の
で
、
搬

送
さ
れ
た
場
合
で
も
す
ぐ
に
治
療
を
開

始
で
き
ま
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
、
そ
の
方
の
情
報
を
共
有
し
て
健

康
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
動
く
診
療
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
よ
る
一
次
医
療（
開
業
医
院
）

希
薄
地
域
の
解
消
を
令
和
4
年
４
月
か

ら
始
め
ま
す
。
医
師
１
名
と
看
護
師
１

名
が
機
器
を
備
え
た
大
型
の
診
療
車
で

出
掛
け
て
診
療
し
ま
す
。
お
年
寄
り
に

は
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
住
み
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
な
ら
病
院
が
そ

こ
ま
で
出
掛
け
て
行
こ
う
と
い
う
発
想

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
宇
陀
市
立
病
院
は

地
域
医
療
が
強
み
で
、
大
和
高
原
地
域

の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
へ
き
地
拠
点

病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
東
部
地
区
初
の 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
ま
る

　

農
業
振
興
の
た
め
に
特
定
農
業
振
興

大
和
高
原
の
中
心
都
市
と
し
て

自
由
で
し
な
や
か
な
ま
ち
　
宇
陀
市

宇う

だ陀
市（
奈
良
県
）�

 

宇
陀
市
長
　
金こ

ん
ご
う剛

一か
ず
と
し智

3

日本遺産女人高野・室生寺

「じゆうだ」シンボルマーク
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ゾ
ー
ン
を
設

定
し
て
、
積

極
的
に
農
業

を
活
性
化
さ

せ
て
い
き
ま

す
。
県
東
部

で
初
め
て
の

「
特
区
」
の

設
定
と
な
っ

て
お
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す
。
耕
作
面
積
の
拡
大
と
品
質

向
上
で
農
業
生
産
額
の
増
大
を
目
指

し
、
耕
作
放
棄
地
を
解
決
す
る
の
が
特

定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
で
す
。
ゾ
ー
ン
全

体
が
一
つ
の
企
業
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
既
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
に
特
定
農
業
振
興

ゾ
ー
ン
で
収
穫
し
た
米
、
野
菜
な
ど
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

林
業
で
は
、
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
と
連
携
し
て
担
い
手
確
保

や
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
宇
陀

産
木
材
の
良
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

魅
力
的
な
高
原
都
市
の
実
現
へ

　

本
市
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
４
年
間
を
期
間
と
す
る「
第
２
次

宇
陀
市
総
合
計
画
・
中
期
基
本
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い
と

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
大
和
高
原
の

玄
関
口
と
な
る
榛は
い
ば
ら原

駅
前
は
、
県
・
市

連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り「
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
・
高
原
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
大
阪
か
ら
の
通

勤
圏
」
と
発
想
を
転
換
し
、
駅
周
辺
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
、
企
業

の
投
資
先
と
し
て
魅
力
あ
る
環
境
を
用

意
し
、
企
業
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
土
地
利
用
で

は
、
地
区
計
画
に
よ
る
保
全
と
活
用
の

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
企
業
用
地
の
確
保
も

進
め
て
お
り
、
中
和
津
道
路（
国
道

１
６
５
号
）の
産
業
道
路
と
し
て
の
整

備
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
原
の
冷
涼
な
気
候
と
美
し

い
自
然
環
境
を
強
み
に
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
高

原
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
涼
し
い
気
候
に
県
内
外
か
ら
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
来
訪
し
て
お

り
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
野
球
も
盛
ん
で

す
。
10
年
後
の
国
体
を
見
据
え
て
も
っ

と
盛
り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
不
可
欠
な
宿
泊
施
設
も
積
極
的
に
誘

致
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
観
光

に「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」の
魅
力
が
加
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
市
の
強
み
を
も
っ
と
磨
い
て
、
大

和
高
原
の
中
心
都
市
と
し
て
、
自
由
で

し
な
や
か
な
ま
ち
へ
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

近畿高等学校自転車競技大会

ダリアに彩られた宇陀松山重要伝統的建造物群
保存地区

◆ 

面
積　
　

２
４
７
・
50
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
８
７
０
３
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
８
６
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
健
幸
な
ま
ち　

宇
陀
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
都
市
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
、

自
然
や
歴
史
風
土
に
恵
ま
れ
た
、
自
由
で
し

な
や
か
な
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
１
月
１
日　

大

宇
陀
町
、
菟う

た

の
田
野
町
、
榛
原
町
、
室
生
村
の

４
町
村
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
毛
皮
革
製
品
、
吉
野
本
葛
、
ダ

リ
ア
、
大
和
茶
、
磨
き
丸
太
、
宇
陀
金
ご
ぼ

う
、
黒
大
豆

〔
観
光
〕
室
生
寺
（
日
本
遺
産
）、
又ま

た
べ
え
ざ
く
ら

兵
衛
桜
、

奈
良
カ
エ
デ
の
郷
ひ
ら
ら
、
平
成
榛
原
子
供

の
も
り
公
園
、
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森
、

宇
陀
松
山
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
あ
き
の
螢
能
、
う
た
の
秋
ま

つ
り
、
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会
、
宇
陀

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
、
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ

宇陀市長

金剛一智

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

奈良市

宇陀市
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わが
を
語
る

市
観
光
資
源
の
宝
庫　

上
天
草

　

上
天
草
市
は
、
熊
本
県
の
西
部
、
有

明
海
と
八や
つ
し
ろ代

海
が
接
近
す
る
天
草
地
域

の
玄
関
口
に
位
置
し
、
大
矢
野
島
、
天

草
上
島
、
そ
の
他
の
大
小
多
く
の
島
々

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
全
域
が
雲

仙
天
草
国
立
公
園
に
含
ま
れ
、
日
本
三

大
松
島
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
天
草
松

島
の
風
景
や
、
九
州
自
然
歩
道（
観
海

ア
ル
プ
ス
）
か
ら
の
眺
望
な
ど
、
景
勝

地
と
し
て
四
季
折
々
に
美
し
く
見
せ
る

表
情
は
本
市
な
ら
で
は
の
資
源
で
す
。

　

天
草
の
産
業
は
、
昭
和
41
年
に
夢
の

架
け
橋
と
い
わ
れ
た「
天
草
五
橋
」
が

開
通
し
、
交
通
の
便
が
確
保
さ
れ
た
こ

と
で
、
観
光
業
な
ど
を
中
心
に
飛
躍
的

に
発
展
し
ま
し
た
。
島
々
に
架
か
る
五

つ
の
橋
、
青
い
海
、
新
鮮
で
多
様
な
農

水
産
物
な
ど
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
と

話
題
性
に
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

「
ナ
ナ
メ
上
↗
上
天
草
。」の 

観
光
戦
略

　

本
市
観
光
の
１
番
の
魅
力
は
、
海
、

山
、
温
泉
、
食
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が

豊
富
で
、
質
が
良
い
こ
と
で
す
が
、
観

光
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き

て
お
ら
ず
、
そ
の
魅
力
を
活
か
し
き
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

30
年
度
に
策
定
し
た
市
の
観
光
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
計
画
に
基
づ
き
、「
ナ
ナ
メ

上
↗
上
天
草
。」
を
観
光
ブ
ラ
ン
ド
コ

ン
セ
プ
ト
に
打
ち
出
し
、
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

ナ
ナ
メ
上
と
は
、
市

内
に
あ
る
豊
富
な
資
源

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と

で
予
想
を
裏
切
り
、
超

え
て
く
る
と
い
う
意
味

で
、
ロ
ゴ
も
企た
く
ら
む
よ
う

に
ナ
ナ
メ
上
を
見
つ
め

る
瞳
の
中
に
、
本
市
の

地
形
を
写
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ロ
ゴ
は
、
観

光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ

ン
セ
プ
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
の
行
く

先
を
見
据
え
る
目
で
あ
り
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
続
け
る
市
の
姿
勢
そ
の
も
の

を
表
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ロ
ゴ
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
路

線
バ
ス
が
市
内
外
を
走
り
、
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
職
員
も
ロ
ゴ

入
り
名
刺
を
使
い
、行
く
先
々
で「
ナ
ナ

メ
上
↗
」な
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

成
功

　

今
、
全
国
の
自
治
体
が
力
を
入
れ
て

い
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す

が
、本
市
で
は
平
成
28
年

度
に
、お
笑
い
タ
レ
ン
ト

の
ロ
バ
ー
ト
秋
山
さ
ん

の「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
・

フ
ァ
イ
ル
」
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
動
画

を
制
作
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
人
気
ア
ニ
メ「
弱

虫
ペ
ダ
ル
」と
の
コ
ラ
ボ

や
、天
草
四
郎
に
扮ふ
ん

し
た

パ
ル
ク
ー
ル
ア
ス
リ
ー

「
人
と
海
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

地
域
資
源
を
活
か
し
た
　
新
し
い
上
質
な
価
値
の
創
造

上か
み
あ
ま
く
さ

天
草
市（
熊
本
県
）�

 

上
天
草
市
長
　
堀ほ

り

え江
隆た

か
お
み臣

4
天草の玄関口に新たに誕生した新1号橋（天城橋）

弱虫ペダル×上天草コラボ動画
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ト
が
観
光
地
を
巡
る
動
画
な
ど
を
制
作

し
、
関
連
サ
イ
ト
で
配
信
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

市
の
知
名
度
向
上
、
観
光
地
の
魅
力

発
信
、
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
を
目
指

し
て
、
い
か
に
情
報
発
信
を
行
う
か

は
、
自
治
体
間
で
も
競
争
の
時
代
で

す
。
本
市
で
も
過
疎
化
は
進
ん
で
い
ま

す
が
、
移
住
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
魅
力
あ
る
発
信
を
続

け
、
加
え
て
市
民
の
方
に
も
、
地
域
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る 

内
航
海
運
の
振
興

　

本
市
は
、
古
く
か
ら
内
航
海
運
業
が

盛
ん
な
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
船
員
の

高
齢
化
が
著
し
く
、
若
年
船
員
の
確
保

お
よ
び
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
産
学
官
金
の
各
界
を
構

成
員
と
し
て「
上
天
草
市
海
運
業
次
世

代
人
材
育
成
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、

船
員
確
保
な
ど
の
対
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
市
内
小
中
学
校
に
出
向
き
、

海
運
業
の
魅
力
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
船
員
就
職
祝
金
や

新
規
船
員
雇
用
育
成
事
業
補
助
金
な
ど

六
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
海

運
事
業
者
の
担
い
手
不
足
を
解
消
し
経

営
安
定
・
拡
大
を
図
る
対
策
を
行
い
、

基
幹
産
業
の
継
続
的
な
振
興
に
努
め
て

い
ま
す
。

行
政
改
革
と
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足

し
、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）
の
動
き
が
加
速
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
働
き
方
や
仕
事

の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
市
役
所

内
部
の
改
革
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
む
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
本
年

４
月
に「
行
革
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
」
を

設
置
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
消
に
向
け

て
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
国
立
大
学
法
人
九
州

大
学
未
来
デ
ザ
イ
ン
学
セ
ン
タ
ー
と
の

間
で
、
上
天
草
市
ら
し
い
新
た
な
日
常

の
構
築
と
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し

て
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま

え
た
環
境
整
備
や
行
政
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、本
市
の
将
来
都
市
像「
人
と
海

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
〜
地
域
資
源
を
活
か

し
た
、
新
し
い
上
質
な
価
値
の
創
造
〜
」

に
向
か
っ
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「ナナメ上↗上天草。」のラッピング

◆ 

面
積　
　

１
２
６
・
94
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
５
８
０
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
１
４
１
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
海
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

〜
地
域
資
源
を
活
か
し
た　

新
し
い
上
質
な

価
値
の
創
造
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
風
光
明
媚
な
自
然
を
誇
り
、

「
島
原
・
天
草
一
揆
」
で
一
揆
軍
を
率
い
た

と
さ
れ
る
天
草
四
郎
の
ふ
る
さ
と

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
３
月
31
日　

大

矢
野
町
、
松
島
町
、
姫
戸
町
、
龍
ヶ
岳
町
が

合
併

〔
特
産
品
〕
車
エ
ビ
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
、
ハ
モ
、

天
草
大
王
、
天
草
梅
肉
ポ
ー
ク
、
湯
島
大
根
、

パ
ー
ル
柑か

ん

、
か
す
み
草

〔
観
光
〕
天
草
五
橋
、ミ
オ
・
カ
ミ
ー
ノ
天
草
、

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、白し

ら
た
け嶽

森
林
公
園
、

龍
ヶ
岳
山
頂
自
然
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
天
草
五
橋
祭
、
天
草
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
上
天
草
温

泉
郷

上天草市長

堀江隆臣

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

熊本市

上天草市


